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l・はじめに

未来の目標値をフィードフォワードする予見制御系は位相の遅

れを回復させるため、追従性が向上することが知られている。

本研究では、最適予見サー・ぜ系をモデパL埴従制御系に応用し、線

形近似離散化モデルが非最小位相系となる3槽タンクシステムを

．剛、て実験的研究を行った。

追従性、ロバスト性、外乱抑制性、および観測雑音の景壬響などか

ら判断して、最適予見サーボ系は、日枝入力の振幅および変化速度

のある限度内で、モデル追従制御系として十分実用になることが分
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転定義
酌g．呈　勤艶哲m盈鹿血a許amO『傍琴昏痩血組も由野S短m

本研究では制御対象としてFlg．1のような3槽タンクシステム

を用いた。タンクの断面積Al＝114・【珊コ】、A2＝141【。桝〕】、

A；≠85【。班コ】、タンク　2から下へ流れるバルブの流体抵抗

L也＝1，11【ユパ。刷り、肝は流馬姉り御部への指令信号、操作塗付は滝磁

流量計で計測される束の統監ダ＝軋払茸ヨはそれぞれのタン

クの績位を表している毎（輯位と統監紺の定常値は

∫10＝92．3【椚桝】、∫20＝122【〃潤】、ぶ30＝10孔m可、

紺0＝賂環珊茎パ郎タンク1の練鑑を車デパ岬咄力に追従きせる制

御を諸条件を変えて行った¢

3・制御系の構成

乱1制御系の設計

鞄‘望に奉制御系のプロッタ繰回を示しプ㌔新鮮対象の同定によ

り状態方程式が（l）（2）式抑ように表わされているとする。ただ

し、丸力側に望巨岩∃碍無駄時間を昏鋳た常デル起し、

是∈東雲　讐y藍腰iき録藍炭重でプラン巨援軍ぎ醐覿闇である尊意

た、・リー・ボ紺王寺器として摘分ぶせ潮いる、こい晶二丈Hて、船人ご1―

雪山シ弟学良を灘、て設計サ巷窃髄蕾デ≠嫡出力鬼碍華施講チ

ップ数をびとすると（3）式以｝†こv）ようになる。
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を最小にするフィーードバック、フィー・▲一ドフォワーーH素数ベクトル

パ＝【♪：パィこ吾．パニコナミ】　　　　　　　　　（8）

を設計する。ここで

た川二鳥lたヱ♪ニ

はそれそ九、サー・ボ補償器、安ユ封ヒ補償器、無駄時間補職署、㌣兄

フィードフォワード補償器の係数ベクトルである。
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